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研究成果の概要（和文）：静脈血栓塞栓症に対するIVR治療の合併症について検討し、手技に伴う遠隔塞栓の予知が同
時肺動脈圧測定により可能であることを明らかにした。また、静脈血栓塞栓症に対するIVR治療の有用性につき検討し
、長期成績についてはじめて言及することができた。さらに、致死性静脈血栓塞栓症に対する血栓溶解・破砕・吸引療
法を組み合わせたハイブリッドIVR治療システムの開発に着手することができた。

研究成果の概要（英文）：Distal　embolization　induced　by　the　interventional　radiology 
　for　acute　massive　pulmonary　thromboembolism could be predicted by the continuous monitoring of 
pulmonary arterial pressure. The long term results of this treatment could be also revealed by this 
research. From the fundamental research and animal experiments, the most suitable embolectomy catheter 
system for the treatment of life-threatening severe venous thromboembolism has been started.

研究分野： 内科系臨床医学・放射線科学
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１．研究開始当初の背景 

肺血栓塞栓症と深部静脈血栓症は、最近で

は静脈血栓塞栓症と総称されるようになっ

てきた。急性・致死症例においては、迅速

で的確な診断と治療が不可欠である。急性

期死亡率が極めて高いからである。カテー

テルからの局所的血栓溶解療法、経皮的血

栓摘除術、特殊なﾃﾞﾊﾞｲｽを用いた経皮的血

栓破砕術は Interventional Radiology（IVR）

と総称される新しい治療法で、特に静脈血

栓塞栓症においても致死的症例に対し行わ

れはじめてきた。これに対する期待は大き

いが、いまだ標準治療として評価されるに

は至っていない。 

 

２．研究の目的 

申請者は、本領域における新しい IVR 治療

システムを考案し、これまで研究を重ねて

きた。それに伴い新たな問題点も明らかに

なってきている。本研究の目的は、今まで

の IVR 治療システムに関して手技や合併症

の再評価を行い、長期成績を検証する。ま

た、致死性静脈血栓塞栓症に対する血栓溶

解・破砕・吸引療法のハイブリッド IVR 治

療システムの新たな展開を求めることにあ

る。 

 

３．研究の方法 

初年度は、また、安全性に特に留意した特

注血管シ－スと、それに適合する大口径の

特注血栓破砕カテ－テル・特注血栓吸引カ

テ－テルを設計、作成。そして、血管ファ

ント－ムを用い、実際に作成した血栓に対

し、破砕・吸引実験を行うことにより、重

症静脈血栓塞栓症に対するハイブリッド

IVR 治療に最も適したシ-ス/カテ-テルシス

テムを決定すると同時に、我々が今まで行

ってきた IVR に伴う手技上の問題点の解析

と長期予後調査を開始する。 

次年度は、動物実験により、システムの安

全性と有効性を確認する。同時に、我々が

今まで行ってきた IVR 手技に伴う遠隔塞栓

の予知と長期予後調査に関しても、更に研

究を進める。 

三年目は、実験並びに得られた結果から臨

床応用を推進する。得られた成果について

は詳細に検討し、厳密な統計処理を行った

上で、学会発表・論文執筆を行なう。 

 

４．研究成果 

IVR 手技に伴う遠隔塞栓の予知が同時肺動

脈圧測定により可能であることを明らかに

した。また、重症静脈血栓塞栓症に対する

血栓吸引術の 10 年生存率は 75.0±12.5％、

ハイブリッド IVR 治療の 10 年生存率は

74.5±9.0％であることが初めて明らかと

なった。さらに、基礎的研究を行うことに

よりハイブリッド IVR 治療に最も適したシ

-ス/カテ-テルシステムを決定することがで

きた。しかしながら、動物実験においては、

本システムは血栓が比較的詰まりやすいこ

とが判明した。システムのヘパリン・コー

テイングや耐久性の強化などが課題として

上げられた。 
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